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化が成熟段階に達し，また生活水準がそれによって向

上すると，再び民生の比率が上昇するとみてもよいだ

ろう．従って，単に時系列データだけからではなく，

クロスセクションデータから見ても，今後の日本の民

生需要の比率は拡大するといえそうである．こうして

みると，今後のエネルギー需要規模や構成がどうなる

かは，民生需要が，どのような変貌を遂げるかに掛か

っているといっても過言ではない．

1.2不透明な民生用需要の中身

ところが民生用需要の中身は，かなり不透明である．

例えば表1はエネルギーバランス表を示したものだが，

そこでは,民生は合計欄にエネルキニ源別構成が示されて

いるにすぎない．その内容は明示されていないのである．

これは、これまでに民生用需要がいわば残差項目とし

て扱われていたことと無関係ではあるまい．従って，

日本の将来のエネルギー需要の想定にあたっては，こ

のような意味で従来大きなブラックボックス部分があ

ったことは否定できない事実である．

この点は従来から問題にされてきたことだが，最近

になってこの分野に関する幾つかの優れた研究が発表

され，民生需要の特性がおぼろげながら掴めるように

1．民生用需要の特色とデータの推計

周知のとおり，最終需要は，産業，運輸，民生，そ

の他に分けられる．図-1にみるように，最近はこのう

ち，民生需要の比重が高まっている．例えば構成比で

見ると，65年に18.2％だったのが，75年には196％，

85年には23.9％に達している．それと裏腹に産業用の

比重は低下を続けている．

11民生用需要を変化させる要因

このような変化を長期的に生じせしめる最大の原因

は，工業化の進展とその成熟化であると見ることがで

きる．図-2は縦軸に最終需要に占める民生用需要の比

率，横軸に一人当たり所得をとったものだが，これを

見ると工業化の始っていない国では，民生用の比率が

高く，それは，工業化と共に低下し，そして工業化が

成熟段階に達すると，また民生比率が上昇することが

みてとられる．逆に言えば，急速な1皇業化の段階では

産業用需要が急増するため，民生比率が低下し，工業
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表1 残差項目としての民生用需要（エネルギーバランス表より）

昭和60年エネルギー・バランス表（簡約表）

ConsiseEnergyBalanceTableinCalendarl985(CommonUnit)

なってきた．

本報告では，エネルギー計量分析センター(1)と住環

境計画研究所(2)の研究成果を基にして，民生用エネル

ギー需要の構成（用途別，エネルギー源別）を推計し

てみた（1973から83年)．

その結果に基づいて議論を進めていくことにする．

1．3データの推計プロセス

なお推計プロセスは図-3に示したとおりである．す

なわち，住環境研究所の世帯あたり用途別エネルギー

源別家庭用消費量に世帯数を乗じることによって，全

国ベースの家庭用エネルギー需要を求める．それをエ

ネバラ表のエネルギー源別民生需要から差し引くこと

によって，エネルギー源別の業務用エネルギー需要

(=A)を求める．他方でエネルギー計量分析センタ

ーの資料に基づき，業種別床面積にエネルギー源別源

単位を掛けその和をとることによって，エネルギー源

別業務用需要を求める(=B).Aをコントロールトー

タルとして,Bの比率で業種別エネルギー源別業務用

需要を求めるというプロセスをとった．

家庭用エネルギー需要の推計方法は，上に述べたや

り方が最もオーソドックスだが，業務用エネルギー需

要に関しては3つの方法が考えられてきた（エネルギ

ー計量分析センター(1))．第一は1980,81年度に行わ

用途別エ不ルキ

家庭需1e

_世帯数’（住環墳研突所椎宗

業種B|昧面柵業種別エ 源別

業務用解

業種別エ

原単位

(比例配分）

(エネ研，1986年調査）

業種別エネルギー源Bl

業務用需要

図－3需要データ推計フロー

れた地域エネルギー開発利用調査のデータを用いるや

り方である．第2は床面積に原単位を掛ける方法，第

3はエネバラから推計するやり方である．第2の方法

は特に都市計画関連の専門家がよく使うやり方である．

ただ注意しなければならないのは，原単位の分散が業

種によってはかなり大きいことである．図-4には，こ

れまでアンケート等で得られた原単位の幅が示されて

いるが，これを見ても特にホテル/旅館，学校，病院，
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図－5民牛用エネルギー源構成

低下し，電気のそれが増大していることが分かる．ガ

ス（ここではLPGはガスに含まれている）の比重も

漸増している．つまり石油危機以降は脱石油と電力化，

ガス化の傾向が民生部門でも進んだことがみてとれる．

これは所得効果（例えば暖房の上級エネルギー源とし

てのガス，電気）と価格効果の双方によるものであ

ろう．これを元にして，民生需要は今後伸びる，その

表2業務用エネルギー試算結果の比較
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2.試算方庄欄A，B,Cの意味は次のとおり。

A日「地域エネルギー開発利用凋尚」の集計による方法

B:「床面積」×原単位｣による方法

C・「エネルギー・バランス表」から推計する方法

出所:ｴﾈﾙｷｰﾙ･'燈ｾﾝﾀ計'

百貨店/スーパー等の原単位のバラツキの大きいことが

みてとれる．

今回のやり方は第2と第3のやり方の合成といって

もよいだろう．これまでの推計と本推計との比較が表

2になされている．これを見るとガスを除いて，ほぼ

妥当な価が得られていることが分かる．業務用ガスが

過小に出ているのは，家庭用ガス需要の算出に際して

都市ガスとLPGに全世帯を掛けたために，それが過

大に出たためであると考えられる（ちなみにガス事業年

報によると，1985年度のガス使用世帯数は1610万軒と

なっている)．この点は将来改良が必要とされよう．
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2．民生用エネルギー需要の特性
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RETL46682502865470154804579393．21．22．2

家庭用合計23871262632952829336324344.31，93.1

驚怖#i合計．228112‘10232517325468255052．01．31．1

以上の推計結果を元にして，民生用需要の特性を見

ていくことにする（なお計量的な特色については，既

に別のところで触れたので〔室田(7)〕，ここではデータ

に基づく実体的な特色について主として述べていくこ

とにする)．

2.1エネルギー源別構成

まずエネルギー源別に見た民生需要合計の推移が図

-5に示されている．これを見ると石油の比重が急速に
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図－6民生用エネルギー需要の構成

－ 2 1 －



エネルギー・資源328

RFELTERFGSTLRFOLTLRFOTTlREELTLRECSTLREOLTEREOTTL

０
６
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

０
５
０
５
０
５
０
５
０
５

５
４
４
３
３
２
２
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
１
０

０
０
１
０
０
０
０
０
１
０

０
５
０
５
０
５
０
５
０
５

５
４
４
３
３
２
２
１
１

||III|||IIJ|||l 耐
剛
■M1I

弓『一一一一

柵Ⅷ！坐|坐 髪 １
１

》
一
・
・
一
吋

I
鰯
■
■
■
固
園

‐

、

１

１

‐

Ｉ

‐

‐

‐

‐

号

．

．

ｑ鑿
｜Jい--㎡一一一一

'1i;|| 騒;|II
19781973

単位：lOヘl0KCAL

l973

業務用合計22811

電気需響4710

ガス需要1463

石油需響16519

その他需要119．9

19731978

単位:10‘IOKCAL

19731976197819801983

家庭雁合計2387126263295282933632434

家庭地気53676433783780589286

家陛ガｽ887510864115241228913342

家庭石油78278299948485209408

家嵯その他’801.1667.0682.3468.9298-3

1983

その他は石炭､薪炭等

78／7383／7883/73

4 ． 3 1 ． 9 3 ． 1

7．93．55．6

5．43．04‘2

3，90,21.9

-17.6－'0‘2-14．0

'9781980198378/7383/7883/73
６
３
９
２
３
０

７
２
１
４
３
０

９
０
９
６
７
３

１
４
５
１
５
７

２

０
２
２
０
８

２
８
６
１
３
－
３

５
６
２
０
７

０
７
１
５
６

５
０
９
２
６

５
９
１
３
２

２

８
１
８
３
１

６
３
０
１
６

４
７
６
７

５
７
１
４
４

２

３
０
３
６
７

７
９
７
９
４

１
９
９
６

５
６
１
５
５

兎
〃
四

３
４
６
３

０
５
０
３

１
８
７
２
６

１
６
２
２
６

'9．7

業務用合計100.0100,0100.0】00.0100.0

電気需要20．624．627．830．435．6

ガス需要6．46．87．8637，5

石油需要72．465．562．457．852．0

そ の 他 需 要 0 ． 5 3 ． 0 2 ． 0 5 ． 6 5 ． 0

図－8業務用エネルギー源構成

-9である．これを見ると冷房の伸びが高く，給湯がこ

れに次いでいること，他方で暖房が飽和状態にあるこ

とが分かる．冷房の伸びが高いことは，この期間にク

ーラーの普及が急速に進んだためであろう．ただし下

RETLIIFREELCRETLMRETLO
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家庭カース37.241.439.041.941.1

家庭ｲi油32.831.632,】29.029，

家庭その他7.52.52.31.61，2

図－7家庭用合計（エネルギー源別）

中で電気のそれも伸びている．従って電気の需要は今

後も伸びるという議論がよくなされるが，その蓋然性

の是非と持つ意味については以下で見ていくことにす

る．

2．2用途別構成

次に用途を見てみよう．民生需要は，家庭と業務と

に別れるが，図-6に見られるように，その構成はザッ

トみて半々であるといってよい．ただし近年は家庭用

の伸びの方が高いことに注目すべきであろう．この理

由は必ずしも明確ではないが，業務用においては，経

済性に基づいて省エネルギー化が進んだこと．石油危

機以降産業活動の低迷により，業務の活動水準も余り

高い伸びを示さなかったことなどによるものであろう

以上のことをさらに詳しく見てみるために，用途別

にエネルギー需要の推移を見たのが図-7と図-8である

これを見ると，電気の伸びは業務で高いこと，また石

油の低下は同じく業務で強く出ていることがみてとれ

る．つまり石油から電気への代替は業務用で急速に生

じたことが分かる．他方ガスの伸びは家庭用の方が業

務より高く出ている．

23家庭用用途別構成
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表3暖房用需要の決定要因としての住宅広さ

1）都市ガスの場合

･対数型線形モデル。＜＞内はt値を示す・1972～1980年度のデータ・標本数437

.空欄はその変数が推定式に有意にとり込まれなかったことを示す。出所：辻、久保田、鈴木（3）

2）暖房用電力の場合

40地区、1974～1980．空欄はその変数が有意とならないこと。

－は本来無関係であることを示す。 出所：辻、久保田、鈴木（4）

記に見るように冷房は暖房と共に，気候要因（冷房度

日，暖房度日）によって，規定されることに注意する

必要がある．暖房が飽和しているのは，省エネルギー

（断熱化の普及，例えば表4をみよ）や住宅の広さの

飽和化（住宅の広さが暖房用需要に決定的な役割を果

たすことは表3の結果からも明らかである）等による

ものであろう．

家庭用その他需要はいわゆる照明/動力需要が含ま

表4新設住宅の平均的姿

資料：住宅金醗公皿出所：樋屋(51

(1973-1983)

LOGRETLHH=+5.11396+0.30885LOGHDD-0.17383LOGPKR/CPI(1)

（4．00）（1．72）（－3．72）

決定係数＝0.59927標準誤差＝0．05ダービンワトソン比＝1．752

(1973-1983)

LOGREELCH=-3.60038+0.94103LOGCDD+1.06628LOGTIME(2)

(-5.40)(10.78)(7.60)

決定係数＝0．93283標準誤差＝0．11ダービンワトソン比＝1．037

RETLHH:世帯あたり暖房需要、HDD:暖房度日、PKR/CPI:実質灯油価格、

REELCH:世帯あたり冷房需要、CDD:冷房度日、TIME:タイムトレンド

－23－

世帯所得
都市ガス
価格

冷房度日 世帯人員 畳数 定数項 決定係数

都市ガス

(夏期分）

(】）

(2）

0.3893

＜17.1か

0.1”9

＜7.1ゆ

0.3312

＜9.4か

0.1769

ぐ7.91＞

-0.0006

ぐ0.0●

-0.0253

＜-2.96＞

0.8625

勺2.9わ

0.6914

ぐ4.7の

-4.5657

÷17.8の

-2.0780

ぐ13.0諺

0.6983

0.8897

世帯所得
都市ガス

価格
暖房度日 世帯人員 畳数 従業者

密度
商業地
密度

定数項 決定係数

家庭用都市ガス

原単位

(冬期分）

(3)

（4）

（5）

(6）

0.3鯛4

ぐ8.5少

0.1585

＜8.4諺

0．1716

ぐ1.5少

0.1696

ぐ1.3の

0.2釦6

＜8.2か

-0．0026

＜0.11＞

-0.0795

ぐ4.11＞

－0．1021

ぐ5.1(＞

0．1100

＜4‘5●

0.0240

＜1.41＞

0.0772

＜5.5ゆ

0.0788

＜5.6⑫

0.1317

＜2.0か

0．4737

ぐ0.1か

0.6061

ぐ9.3”

0.6631

ぐ9.8仁

0.0676

＜6.2●

757

q5.6●

-3.7376

ぐ18.9か

-1.9168

ぐ11.3ぃ

-2.8426

ぐ19.61＞

-2.4651

ぐ17.6の

0.6081

0.7958

0.8733

0.8698

電力価格 暖房度日 所得格差 畳数格差 定数項 R
2

標本数

原
単
位
暖
房
分

家
，
庭
用
電
力

プール

地区差

年度差

0.8212

＜5.73＞

－

0.6901

＜6.45＞

-0.3120

＜-3.3諺

－

-0.1470

＜-1.9心

q3572

＜5.9か

0.2831

＜4.3少

0.2671

＜4.11＞

0.0914

＜2.5少

0.1130

＜3.2の

0.6677

＜5.71＞

0．7110

＜3.1か

-2.3931

ぐ2.11＞

0.0010

＜0.1諺

－

0.8329

0.8423

0.2442

256

255

203

調査項目 59年度 58年度 5 7 年 度 56年度

敷 地面積

住宅部部の床面積

（l人当たりの床面積）

容 梱率

断熱構造化工鋼実施率

太陽熱温水器設置率

254．15”

112．53”

(28‘56”）

56．25彫

47．6形

5,3形

25849"ノ

114．48”

(28．27㎡）

55．55彫

45．7筋

6.3影

260．98〆

111．00〆

(28．20”）

55．10％

37．7彫

6.5粥

251．87”

107．51〆

(27．71”）

55．11％

38．1鬼

5.6形



エネルギー・資源330

鍵
捜
ｅ
咽
侭
棚
瓢
延
避
値
筵
遥
筵
三
１
国

（
巴
哩
麗
恥
鹿
逼

韻
ｇ
［
Ⅱ
叶
等
晨
竪
猟
絲
Ｈ
娠
細
畏
皿
（
ね
）
蝿
莫
畑

－24－

（
津
謁
）
蔚訓

霞
の（

津
等
専
函

胃

の

（
津
唖
寺

（
津
謁
）
の
函

言ノ

（
嘩
謁
）
葛

。
④

《
醗
一
↑
マ

）
ぬ
函

霞
一
ｍ
）

届
ノI

〃、

津
の
函
）

寺
函

。
④
叩

戸

蓬
卜

I

D

《
津
謁
）
葛

め
い

０
，
奉
迎
八
加
垢

八
Ｊ
胴
戟
一
・

型
一
入
い

ち
入
ト
入
ｎ
ｅ

毎
ｌ
山
入
ト
ド
。

（
顎
鴎
）
閏鵬

（
鴇
ご
扇

（
津
等
）
馬

顎
ｇ
）
湯

、

↑
ぬ

＠
ぬ

判
恒

恒・爵
々､判穣
l恒耀
ﾄﾄj掛出
●●

知

I

型
申
’
わ

’
て
八
輪
。

鯉騒
爵e

雛
●

旺

へ

震
ー

の

ぬ
い

等
遡
鎚
型

ｅ
堤
懇
遥
態
。

旺
職

ｅ
い
Ｉ
山
．

や
入
卜
入
ｎ
ｏ

］
罵
謹

理
賑
ｅ
ぐ

ｌ
煮
い
入

い
き
や
琴
弔
。

、

I

リ
ハ
ュ
エ
。

判
恒
冊

K類
j)'e
蜀到
鯉'卜

●

↑
悟
供

恩
寵
賑
圃
・

△
Ｔ
Ｉ

Ｄ
一
入
、
一
諄
・

》
ぬ

、
の

函
唖

冒

中

当
恒
爵

猿
、
ｌ
山
．
．

睾
恒

冊爵
類穣
遥鱈
塞出
●●

判
疸
爵

察
、
Ｉ
申
。

“

『
犀

一J

泗
噸
睡
醐
。

e･｣j
粥疸

蕊雲

ハ
ト
ｈ

エ
ユ
ヘ
ー
０
，
●

○
四

の
マ 判

痘

類爵
､-判寮
I恒程
申儒塞
●●

（
申
’
わ
Ｉ

ｘ
八
、
薗
皿
）

毎
Ｉ
山
．

当
握
鎚
廻
。

）
ハ
ツ
、
や

く
賑
鎚
。

Ｉ
ｆ
や
、
畳

鯉
精
斡
騨
。

山
咋
Ｉ
，
一
宇
０
狙
予
、

入
翰
藏
皿
。

瘡
）
つ
め

一今

亜
守

’
○
つ
【

〃
こ

■
０
つ
函

■
０
○
ｍ

■
０
○
守

■
０
つ
の

■
０
。
＠

０
つ
↑

１
つ
、

１
つ
①

迺瓢瞬侯噸（母俳画皿那担二,。到垣当彦=、皿）

遡
塒 言

判
恒
糾

謹
程
出

判
恒

ｅ
翌
遡
凝
塞

埋
墨
ｅ

咽
紳
硲
Ｉ
型

柳
沼
ｅ
ミ

、
マ
キ
遼
鯉

星
ｅ
中

坦程箔淵ロ呼皿



Vol.8No.4(1987)
331

関してみてみたものである．これを見ると暖房と給湯

の比率が約7対3であることが分かる．暖房では主と

して電気に，給湯ではガスと電気に代替されつつある

ことが見てとれる．図-14にはその他需要が示されて

いる．その中身は石炭や薪炭であるから暖房需要の比

率が高いことも肯ずけよう．

REGSHREGSWREGSO

表5電気冷蔵庫のフィールドテスト

機甑 容積（L） テスト結製（KWH／M） カタログ仙（同左）
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出所：暮らしの手帳、槌屋(51
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れるが，この伸びはそれほど高くはない．これは電気

等を使う耐久材の普及が一部を除いて飽和水準に達し

ていること，また図-10の冷蔵庫の例をみても分かる

ように機器効率が急速に改善されつつあることなどに

よるものであろう．但し表5に見るようにカタログ値

による改善率をそのまま鵜飲みにすることは出来ない

（この場合の相違は主としてテスト方法と現実の使

い方に大きな違いのあることに求められる)．

2．4家庭用エネルギー源別構成

さらに家庭用需要について，エネルギー源別にみて

いくことにしよう．図－11は電気の用途をみてみたも

のである．これを見ると，電気の用途としてはその他

需要が七割以上を占めること，ただし近年は冷房や給

湯の伸びが高いことなどがみてとれる．これは需要

の低質化（後述）という点で問題を含んでいる．図

-12はガスの用途をみてみたものである．給湯が六割

を占めその伸びも高いことが分かる．図-13は石油に
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表7地域別消費量構成比と冷暖房の地域差(1980年）4割を卸/小売，2割を事務所が使用していることが

分かる．これに対しやや伸びの高いのが飲食店である．

図-16はガスについてみたものである．ガスに関して

は飲食店が3割，事務所が2.5割を占める．飲食店の

比重が高いのは給湯に使用するためであろう．図－17

は石油であるが，これについてはホテルが2割を占め

る他は学校，病院，事務所，卸/小売などが10％台で

並んでいる．暖房，給湯の両方に使われるためであろ

う．ただし全体の伸びはマイナスである．これは前に

も述べたように電気やガスによる代替（価格や公害規

制など）が進行しているためと思われる．

このような代替化や省エネルギーの進行は，業務用

需要を算出するときに使われた修正係数の動きを見て

も推測できる．表6をみると分かるように，電気の修

正係数は若干の増加，ガスのそれは若干の低下，そし

て石油の修正係数は大幅な低下を示している．単位床

面積あたりの原単位を一定としたときにどれだけ需要

が変ったかを示すのがこの係数の意味であるから，こ

れを見ると電気へ代替化が進んだこと，ガスでは省エ

ネルギーが進んだこと，石油は代替されてしまったこ

となどが分かる．ただしこうした変化を代替化と省エ

ネルギー化の両要因に分けることはこの段階ではでき

ない．将来の課題であろう．

表7には地域別需要が示されている．これを見ると

面白いことに，業務用も家庭用も，地域別構成がほぼ

同じであることが見てとれる．またこれからは3大都

市圏で民生需要の過半が消費されていることも分かる．

地域別相違を暖房と冷房に関して見た比較がそこには

併記されているが，これをみると，暖房需要は寒冷地

域で大きいこと，冷房は南の地域よりも近畿圏で高い

こと（これは都市化要因に加えて地形も影響していよ

家庭用、業務用は構成比、暖冷房は全国平均＝l

出所:ｴﾈ研､住環境計画研究所

地域区分は次による。

東」上：青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島

北陸：新潟、富山、石川、福井

関東：茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、長野

東海：岐阜、静岡、愛知、三重

近畿：滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山

中国：鳥取、島根、岡山、広島、山口

四 国： 徳島 、香 川、 愛媛 、高 知

九州：福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄

う）がみてとれる．

2.6今後の課題

以上民生用需要の特性を推計データによって見てき

たが、今後の需要動向に関しては以下の点が問題とさ

れよう．

(1)需要の中心が産業用から民生用に移るということ

は，表8にみられるように需要の低質化をもたらす．

ところがこのような低質需要に対し供給は電気とい

う高質なエネルギー源で対応されようとしている．

こうした需要と供給の質の不整合性をこのまま進行

表6原単位を固定した場合の修正係数

－ 2 7－
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年(期） 電気 ガス 石油

1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

1980
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1982

1983

0．61720（0．0）

0.57015(-7.6)

0.59635(4．6)

0.66219(11.0)

0．69180（4．5）

0．72270（4．5）

0．73588（1．8）

0．73496（－0．1）

0．74651（1．6）

0．73261（－1．9）

0．78241（6．8）

0．52498（0．0）

0．58711（11．8）

0.43195(-26.4)

0．49827（15．4）

0.51590(3.5)

0．54440（5．5）

0.37162(-31.7)

0．40443（8．8）

0.46840(15.8)

0．35438（－24．3）

0．43188（21．9）
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1．85103（－8．9）

1．84642（－0．2）
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られている．石油は代替されてしまっている．

(4)業務用では，石油の電気やガスによる代替が

より明確である．（ただし省エネルギーと代替

化の判別は現状ではできていない)．エネルギー

源別にみると，電気では卸.小売や事務所の比

率が高く，ガスでは飲食店や卸/小売のそれが

高い．石油ではこのようなはっきりした傾向は

みられない．

(5)地域別にみると3大都市圏で需要の過半が消

費されている．また暖房では寒冷性という気候

要因，冷房では気候要因に加えて都市化や地形

といった要因が地域差を作り出しているようで

ある．

(6)民生用需要に関する今後の課題としては，需

要と供給の間の質ならびに負荷特性の不整合性

の拡大をどう考えるかが重要である．

表8部門別需要の温度分布

く産業用＞

＜業務用＞ 単位（影）

＜家庭用＞
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させることは意味のあることだろうか．

(2)またこれから伸びるといわれる電気の供給源は原

子力へのシフトが益々強まりそうである．しかし原

子力は基本的にベースロードを賄うのに向いている．

これに対し需要が産業から民生に移ることは，ピー

ク需要が増える可能性の高いことを示している．こ

うした需要と供給の負荷特性の相違は例えば揚水発

電のようなやり方で埋めていってよいものだろうか．

（需要構造の変化と負荷特性に関しては，例えば斎

藤9)をみよ)．

3 ．結論

1）民生用需要の変化は経済発展段階と密接な関連

を持つ．その比率は工業化と共に低下し，その成

熟とともに再び上昇する．

2）民生用需要のデータをここでは推計してみた．

それから以下のことが見出された．

（1）エネルギー源としては石油が低下し，電気や

ガスが増大している．

（2）家庭用と業務用の比率は半々だが前者の伸び

が高い．

（3）家庭用では冷房の伸びが高い．暖房は広さの

制約や断熱化の進行から伸び悩みである．また

エネルギー源別では電気の伸びが高いが，これ

は主として暖房や給湯等低質需要の伸びに支え
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